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　　　　在来種、背甲に稜線が１本　　　在来種？？実は江戸時代に移入された？　現在見つかるスッポンは、  養殖
　　　千葉県レッドリスト B　　　　　背甲に稜線は３本　　　　　　　　　　　カメが逃げ出したものが多い？
　

　 　 ミドリガメの名でペット用に輸入　　北米原産が輸入後に放された
　悪食で在来の生物に甚大な被害あり　　印旛沼に定着し、防除実施中　　　　　　　　　　　　

平成 23 年（2011年）は卯（うさぎ）年です !!

　　「調査団」http://www.bdcchiba.jp/monitor/index.html と「生物多様性センター」http://www.bdcchiba.jp/

　

　　最新の生物多様性に関する情報、各種講習会の情報　は、調査団のホームページをご覧ください 

「ニホンノウサギ」　
　ノウサギは警戒心が強くなかなか出会えません。しかし、その場所に棲んでいるかどうかは簡単に調
　べることが出来ます。それは足跡の確認です。ウサギの仲間は前足は片方ずつ、後ろ足は　ほぼ同時
　に着地するので右下の写真の様に「けん・けん・ぱ」と残ります。公園等で飼われているウサギは、
   ヨーロッパ原産のアナウサギです。
　キツネやタヌキ、イタチは、足を左右交互に歩行するため、一直線状につく足跡です。
　皆さんも畑などを見渡してみると、思いがけない場所でノウサギの生息を確認できるかもしれません。
　お願い：田畑は農家の仕事場です。観察の際は田畑や林などへ立ち入らない様にしてください。　　
　　　　　観察する時には、観察マナーを守り、生きものや自然や周囲への配慮が大切です。

 「生命のにぎわい調査団フォーラム」開催と事例紹介者募集のお知らせ

「写真コンテスト」

「外来生物とは」 外来生物は、 もともと国内やその

地域にはいなかった生きものが、人間の活動（釣り、

食用、 観賞用、 ペットで持ち込み等） によって持ち

込まれ、 自然環境に影響を与えています。

それぞれの地域の生態系は長い時間をかけてつく

られ、 在来の生きものは、 食べたり食べられたり、

住み分けたり、 互いに関わりあいバランスをとって

生きてきました。 しかし、 侵入してきた外来生物に

より、 在来生物が追いやられたり、 地域の生態系

のバランスが崩されたりしています。

要注意外来生物

　　ウサギの相方と言えば・・カメです！( ただし現在冬眠中です )

特定外来生物



  ハクセキレイとセグロセキレイは、年齢や性別によって色の濃淡があるので、顔の色（白黒）で見分けます。

  ハクセキレイとホオジロハクセキレイは、目を通る黒い線で見分けますが、幼鳥では線が細かったり、途切れて　

　いる個体もいるので、同定には注意が必要です。　

　キセキレイとツメナガセキレイは生息環境が観察のポイントであり、斜面林の清水近くなど閉鎖的な場所ならば　

　キセキレイ、　農耕地など広けている場所ではツメナガセキレイと見てほぼ間違いないです。また、キセキレイは

　背中が灰色であるのに対し、ツメナガセキレイは茶色地に黄色をまぶした様な色が多いです。

　ホオジロハクセキレイとツメナガセキレイの観察は冬季のみで、渡来数も少ないので、ぜひ見つけてください。

 ウメ（開花）、両生類の産卵、イタチ、

 ミノムシ、ミヤコドリ、ウグイス初鳴き

 （写真左から）　

 トウキョウサンショウウオ(2〜3月)

 ニホンアカガエル(1〜2月)

 アズマヒキガエル(2〜3月)

　12/11( 土 ) に現地研修会 in 坂田ケ池 ( 成田市 ) を開催しました

　セキレイの見分け方　　団員の方からの質問が多いので、簡単な見分け方を紹介します

現地研修会（団員限定）　平成２２年１２月１１日（土）北総の里山の生きものを知ろう／渡り鳥と植物の冬越し！！！
小春日和に恵まれて、総勢５９名、北総台地の里山を歩いてきました。風土記の丘資料館では古墳や歴史を、房総の
むらでは、江戸のエコを見学しました。
＜観察、確認できた生物＞　鳥に詳しい団員が教えてくれるなど、互いに教え合う研修会としました。
　鳥類２４種：カイツブリ、カワウ、アオサギ、マガモ、カルガモ、コガモ、ハシビロガモ、ホシハジロ、トビ、ノスリ、チュウヒ、バン、

　オオバン、カワセミ、コゲラ、ヒヨドリ、モズ、ツグミ、エナガ、シジュウカラ、メジロ、カワラヒワ、スズメ、ハシブトガラス

　鳥類補足：アヒル、マルガモ (マガモとカルガモの交雑種 )、カワセミ (空巣 )、メジロ (空巣 )

　研修会前後に観察した鳥類１１種:ハイタカ、オオタカ、ハクセキレイ、ビンズイ、ルリビタキ(声)、トラツグミ、アカハラ、ウグイス(声)、

　キクイタダキ、コジュケイ (声 )、アオジ

　植物：ハリギリ、ヤマユリ、モウソウチク、ハス、ガマ、シダ類、スミレ類　　　　

　多足類：ザトウムシ、ジョロウグモ　

　昆虫類：ハラビロカマキリ、アリジゴク (ウスバカゲロウの幼虫 )、

　ツノロウムシ、クモヘリカメムシ、アキアカネ、フクラスズメ (蛾 )、

　オオスズメバチ、コガタスズメバチ (空巣 )　　

　研修会で発見、同定等にご協力いただいた皆様、ありがとうございました。

　「これからの季節：１〜３月に観察できる生きもの」


